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電気配線貫通部に関する高経年化技術評価書 

（取り替えることを前提に評価していることを示す評価内容） 

 

電気配線貫通部の高経年化技術評価については，「添付書類二 東海第二発電所 劣

化状況評価書」（平成29年11月（平成30年10月一部変更））に以下の記載があります。 

５．技術評価結果 

別冊「容器の技術評価書（運転を断続的に行うことを前提とした評価）」 

2.3 電気ペネトレーション（4）シール部の劣化による機密性の低下［高圧動力

用モジュール型電気ペネトレーション］ 

  ・高圧動力用モジュール型電気ペネトレーションは，60 年間の通常運転期間，設

計基準事故時及び重大事故等時雰囲気において気密性能は維持できる 

  ・重大事故等時においても気密性能は維持できる 

 

７．劣化状況評価で追加する項目 

別冊「劣化状況評価で追加する評価に係る技術評価書」 

3. 40 年目評価で追加検討を要する事項の評価結果 

①経年劣化傾向の評価 

5. 電気・計装品の絶縁低下 

a)電気ペネトレーション 

30年目の評価で電気ペネトレーション（モジュール型）については，当該

品（海外製）による評価となっていなかったため，当該品による健全性評価

試験を実施したが，良好な結果が得られなかったことから，60年間の健全性

が確認されている現行品（国内製）に取替えることとした。 

当該品（海外製）については，健全性が確認された現行品（国内製）へ取

替えることで，60 年の通常運転期間，設計基準事故時雰囲気及び重大事故等

時雰囲気において絶縁を維持できると評価する。 

③長期保守管理方針の有効性評価 

27. 電気ペネトレーション（モジュール型）の絶縁特性低下及び気密性低下 

＜30 年目の評価結果＞ 

（前略）但し，電気ペネトレーションの評価にあたっては，国産電気ペネト

レーションのデータによる評価であることから当該品による60 年想定の耐環

境試験を実施し，長期的な健全性を確認する必要がある。 

＜有効性評価＞ 

日本電気協会｢原子力発電所の安全系電気・計装品の耐環境性能の検証に

関する指針」及びIEEE Std.317-1976 に基づき，海外製低圧電気ペネトレー

ションの試験を行い，健全性の確認が出来なかったことから，今停止期間中

に60 年の健全性が確認されている国内製低圧，高圧電気ペネトレーションへ

更新を行う。 

海外製電気ペネトレーションについては，通常運転期間相当，設計基準事

故時及び重大事故等時条件において健全性が確認された国内製電気ペネトレ

ーションへ取替えることで，60 年の運転を想定した期間，健全性は維持でき

ることから，長期保守管理方針は有効であったと判断する。 

 

「７．劣化状況評価で追加する項目」において，今停止期間中（第25回定期事業者検

査期間中）に国内電気ペネトレーションへ更新を行うとしており，これを受けて「５．

技術評価結果」は，更新を前提としたものとして評価をまとめています。 

以 上 
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